
2020

奥田の蓮取り行事 ❶～❷　生産性向上特別措置法に基づく支援について／地域づくりの「補助金制度」再募集 ❸
令和2年7月豪雨災害義援金にご協力を ❹
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）全国一斉情報伝達訓練の実施について　他 ❺～❻
いま、市立病院では／健やかな毎日をおくるために ❼　人権シリーズ／おしえて！生困 ❽　BOOKサロン ❾　各種相談 ❿

奥田の蓮取り行事 蓮花を捧げる修験者一行（7月7日撮影：刀良売の墓）
今年は一般観覧を中止して、関係者のみで行われました。
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令
和
２
年
度
「
奥
田
の
蓮
取
り
行
事
」

～
今
年
度
は
一
般
の
観
覧
を
中
止
し
て
関
係
者
の
み
で
行
わ
れ
ま
し
た
～

蓮
取
り
に
あ
た
り
御
祈
祷
を
実
施

　
毎
年
７
月
７
日
に
大
和
高
田
市
南
部
に
あ
る
奥
田
の
捨す
て
し
の
い
け

篠
池
に
お
い
て「
蓮
取
り
行
事
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
般
の
観
覧
を
中
止
し
た
上
で
関
係
者
の
み
で
７
月
６
日
㈪
お

よ
び
７
日
㈫
の
２
日
間
に
行
程
を
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
と
は
異
な
る
形
で
行
わ

れ
た
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
６
日
㈪　

 

捨
篠
池
で
蓮
取
り
を
実
施

例年では「蓮取り行事」の際、蓮切りの小舟に乗って蓮
の刈り取りを実施しますが、今年は直接池に入り、刈り
取りが行われました。
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「
奥
田
の
蓮
取
り
行
事
」
は
平
成
16
年
に
奈
良

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
７
月
７
日
に
行
わ
れ
る
際
に
は
、
捨
篠
池

が
た
く
さ
ん
の
観
覧
者
で
囲
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

蓮
取
り
行
事
後
は
吉
野
山
金
峯
山
寺
で
行
わ
れ

る
「
蛙
飛
び
行
事
」
ま
で
見
学
で
き
る
「
蓮
の

み
ち
バ
ス
ツ
ア
ー
」
も
企
画
さ
れ
、
毎
年
好
評

で
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
開

催
さ
れ
る
際
に
は
、
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＜奥田の蓮取り行事とは＞

　室町時代から連
れん

綿
めん

と行われてきた

吉野山金峯山寺における「蓮
れ ん げ え

華会」の

一連の行事であるとともに、役
えんのぎょうじゃ

行者

の母・刀
と ら め

良売にまつわる「ひとつ目蛙」

の伝承に深い関わりを持つ行事です。

奥田の蓮はこれまで地元の方の努力

により今日まで大切に守られてきて

おり、刈り取られた蓮の花を行者達

による行列や弁天神社での大
おお

護
ご

摩
ま

供
く

を経て、吉野山の金峯山寺へと運ば

れます。そして、修験者によって大

峰山頂上までの祠
ほこら

に供えられます。

奥田の蓮取り行事の詳細はホーム
ページにも掲載しております。
大和高田市ホームページより　「大和
高田市って？」⇒「市内のイベント・
行事」⇒「奥田の蓮取り行事」

〔
文
化
振
興
課　
☎
53
・
８
２
０
０
〕

７
月
７
日
㈫　

 

蓮
花
奉
納
を
実
施　
※
弁
天
神
社
で
の
大
護
摩
供
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

▲�例年の蓮取り行事の様子（蓮切りの小
舟に乗って刈り取りをします）

吉野山金峯山寺より修験者たちも集まり、福田寺・行
者堂にて蓮花奉納を実施。

役行者の母・刀良売の墓にて詣で、蓮を捧げます。

吉野山金峯山寺では「蓮華会蛙飛び行事」が関係者のみ
で執り行われ、蓮の花が捧げられました。

その後、修験者たちは吉野山の金峯山寺へむかいました。

提供：金峯山寺
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商都たかだ活性化事業補助金 元気な地域づくり事業補助金

応募資格 商店街、商工業団体、農業団体など 自治会、地域の団体・組織など

対象事業 賑わい創出事業など コミュニティ連携事業など

補助対象経費
設備・施設などの賃貸代、ちらし・ポスター代、出演
料、消耗品代、教材費、装飾材料など
※補助対象経費の合計額が300,000 円以上の事業

設備・施設などの賃貸代、ちらし・ポスター代、出演
料、消耗品代、教材費、装飾材料など
※補助対象経費の合計額が150,000 円以上の事業

補助金額 補助対象経費の3分の2以内で、500,000円を限度 補助対象経費の3分の2以内で、200,000円を限度

応募書類 商都たかだ活性化事業応募者兼補助金交付申請書など 元気な地域づくり事業応募書兼補助金交付申請書など

問合せ 産業振興課　内線２４８ 自治振興課　内線２２７

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
支
援
に
つ
い
て

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
よ
る
支
援

　
「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
と
は
、
労
働
生
産
性
向
上
に
伸
び
悩
む
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を
強
力
に
後

押
し
す
る
も
の
で
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
新
規
取
得
設
備
の
固
定
資
産
税
を
３
年
度
分
ゼ
ロ
か
ら
２
分
の

１
ま
で
の
範
囲
で
軽
減
で
き
る
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国
の
補
助
金
制
度
に
つ
い

て
、
優
先
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
和
高
田
市
の
取
組

　
本
市
で
は
、「
導
入
促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
国
か
ら
の
同
意
を
得
て
い
ま
す
。
市
内
に
事
業
所
が
あ

る
中
小
企
業
な
ど
が
こ
の
計
画
に
沿
っ
た
「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
を
策
定
し
、
本
市
の
認
定
を
受
け
た

う
え
で
先
端
設
備
な
ど
を
導
入
す
る
場
合
は
、
各
種
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
者
へ
の
支
援
措
置

①
市
の
認
定
を
受
け
た
先
端
設
備
な
ど
に
係
る
固
定
資
産
税
が
３
年
度
分
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

②
国
の
補
助
金
申
請
時
に
優
先
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

募
集
さ
れ
て
い
る
補
助
金
は
、
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.chusho.m

eti.go.jp/
keiei/sapoin/index.htm

l

）
を
見
て
く
だ
さ
い
。

③
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
必
要
な
資
金
の
信
用
保
証
枠
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
方
法

　
市
の
認
定
を
受
け
る
に
は
、
必
要
書
類
一
式
を
添
え
て
産
業
振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

・
先
端
設
備
等
導
入
計
画
に
係
る
認
定
申
請
書　
・
認
定
支
援
機
関
確
認
書

・�

先
端
設
備
等
に
係
る
誓
約
書　
　
　
　
　
　
　
・�

工
業
会
等
に
よ
る
証
明
書

・�

誓
約
書
（
市
様
式
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・�

導
入
予
定
設
備
の
製
品
カ
タ
ロ
グ
（
写
し
可
）

・�

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

・�

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
個
人
の
場
合
は
、
住
民
票
の
写
し
）

・
定
款
ま
た
は
規
約
の
写
し
（
個
人
の
場
合
は
、
規
約
な
ど
事
業
の
概
要
の
分
か
る
も
の
）�

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
４
８
〕

地
域
づ
く
り
の

「
補
助
金
制
度
」再
募
集

　
本
市
の
活
力
源
で
あ
る
、
商
業
・
も
の

づ
く
り
・
農
業
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
、

そ
し
て
地
域
の
人
々
が
い
き
い
き
と
暮
ら

す
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、「
商
都
た

か
だ
活
性
化
事
業
」「
元
気
な
地
域
づ
く

り
事
業
」
の
補
助
金
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
魅
力
あ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
の
応
募
を
、
待
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
ま
た
は
自
治

振
興
課
へ
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

募
集
期
間　
８
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▽�

審
査
方
法　
８
月
27
日
㈭
午
前
10
時
か

ら
、
市
役
所
４
階
合
同
委
員
会
室
で
開

催
す
る
「
大
和
高
田
市
公
募
型
補
助
金

審
査
選
考
委
員
会
」(

公
募
委
員
を
含

む)

で
、
審
査
を
行
い
ま
す
。
応
募
団

体
な
ど
は
、
選
考
委
員
会
で
事
業
の
内

容
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�
選
考
委
員
会
は
、
公
開
し
ま
す
。
関
心

の
あ
る
人
は
、
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
４
８

自
治
振
興
課　
内
線
２
２
７
〕
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令和２年７月豪雨災害
義援金にご協力を

　令和 2年 7月 3日から九州各地をはじめ、大雨による災害に
より甚大な被害がでています。
　本市では、この災害により被災された方々への支援を目的に、
下記のとおり義援金の募集を受け付けています。
　皆さまのご協力をよろしくお願いします。
　なお、お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通じて、
被災地へお届けします。

令和 2年 12月 28日㈪まで募集期間

1. 銀行振込の場合
　口座　南都銀行�/�南支店�/�普通預金�No.124754
　名義　日本赤十字社奈良県支部
　　　　支部長　荒井　正吾
•�南都銀行に「義援金専用振込用紙」が備え付けら
れています。
•�振込用紙の備考欄には「令和 2年 7月豪雨」と明
記してください。
•�「振込用紙受取書」をもって受領書に代えさせて
いただきます。
•�領収証が必要な場合は、その旨を通信欄へ記入し
てください。
※�南都銀行窓口をご利用の場合は、振込手数料は無
料です。
※�南都銀行ATM、他の金融機関からは、振込手数
料がかかります。

2. 郵便振替の場合
　口座番号　00110-8-588189
　加入者名　日赤令和 2年 7月豪雨災害義援金
•�払込票の半券をもって受領書に代えさせていただ
きます。

•�領収証が必要な場合は、その旨を通信欄へ記入し
てください。
※�窓口での振り込みの場合は、振込手数料は無料で
す。

3. 直接持参の場合
•�市役所 1階　社会福祉課で窓口受付をしていま
す。
※預り証を発行します。

4. 募金箱に入れる場合
【義援金箱設置場所】
•市役所�1 階�社会福祉課
•市民交流センター（コスモスプラザ）2階
•総合福祉会館（ゆうゆうセンター）1階
•総合体育館　事務所前
※預り証の発行はしません。
※�後日、所得税などの税控除を受ける場合は、口座
振込の半券や日本赤十字社奈良県支部が発行する
領収証が必要です。

〔社会福祉課　内線 535〕

義援金への協力方法
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

　
～
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
が
吹
鳴
し
ま
す
～

　

市
内
10
施
設
設
置
（
左
記
参
照
）
の
防

災
ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り
、
試
験
放
送
を
行
い

ま
す
。

※�

情
報
伝
達
訓
練
な
の
で
、
避
難
行
動
を

と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き　
８
月
５
日
㈬　
午
前
11
時

▽�

防
災
行
政
無
線
（
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
）

設
置
施
設

　
（
８
小
学
校
の
屋
上
）

　

�

片
塩
小
学
校
、
高
田
小
学
校
、
土
庫
小
学

校
、
浮
孔
小
学
校
、
磐
園
小
学
校
、
陵
西

小
学
校
、
菅
原
小
学
校
、
浮
孔
西
小
学
校

　
（
２
市
営
住
宅
の
屋
上
）

　
市
営
住
宅
西
坊
城
団
地

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
市
場
住
宅

〔
危
機
管
理
課　
内
線
２
２
６
〕

犬･

ネ
コ
の
飼
い
方
と

マ
ナ
ー
の
確
認
を

　

多
く
の
人
が
動
物
に
魅
力
を
感
じ
た
と

し
て
も
、
す
べ
て
の
人
が
好
感
を
も
つ
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て

い
る
人
は
、
今
一
度
、
フ
ン
尿
、
鳴
き
声
、

放
し
飼
い
な
ど
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て

い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
散
歩
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う

◎
フ
ン
は
必
ず
持
っ
て
帰
る

　

散
歩
中
、「
後
始
末
が
面
倒
だ
か
ら
、
つ

い
つ
い
そ
の
ま
ま
…
」
と
い
う
人
は
い
ま

せ
ん
か
。
フ
ン
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
は
、

飼
い
主
と
し
て
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　

大
和
高
田
市
ポ
イ
捨
て
の
防
止
等
に
関

す
る
条
例
で
は
、「
何
人
も
、
自
己
の
所
有

し
、
又
は
管
理
す
る
犬
等
が
公
共
の
場
所

及
び
他
人
の
占
有
す
る
場
所
に
お
い
て
フ

ン
を
排
せ
つ
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
放
置

し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

散
歩
の
時
は
、
必
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

◎
リ
ー
ド
を
つ
け
て
散
歩
す
る

　

人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
周
り
へ

の
配
慮
と
し
て
、
リ
ー
ド
を
短
く
持
つ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
良
ネ
コ
に
エ
サ
や
り
す
る
前
に

よ
く
考
え
ま
し
ょ
う

◎
野
良
ネ
コ
に
エ
サ
や
り
を
は
じ
め
る
と
…

①
爆
発
的
に
数
が
増
え
ま
す
。

・�

子
ネ
コ
は
半
年
で
、
次
の
子
ネ
コ
を
生

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

・�

エ
サ
を
求
め
て
他
の
地
域
か
ら
も
ネ
コ

が
集
中
し
ま
す
。

②
迷
惑
ネ
コ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・�

与
え
ら
れ
た
エ
サ
で
は
足
り
な
く
な
っ

て
ゴ
ミ
を
荒
ら
し
ま
す
。

・�

庭
木
で
爪
を
と
い
だ
り
花
壇
で
遊
ん
だ

り
し
ま
す
。

・�

フ
ン
尿
の
放
置
で
悪
臭
が
プ
ン
プ
ン

匂
っ
た
り
、
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
も
発
生

し
ま
す
。

◎�

エ
サ
だ
け
で
は
ネ
コ
は
幸
せ
に
な
れ
ま

せ
ん
。「
自
分
が
飼
い
主
」
と
い
う
自
覚

と
責
任
を
持
っ
て
、
一
生
お
世
話
を
し

ま
し
ょ
う

①
室
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・�

ネ
コ
自
身
の
安
全
を
守
り
、
他
人
へ
の

迷
惑
を
防
止
で
き
ま
す
。

②�

数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
ょ
う
（
避

妊
・
去
勢
手
術
の
実
施
）。

・�

不
幸
な
ネ
コ
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

・�

尿
ス
プ
レ
ー
（
お
し
っ
こ
を
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
か
け
る
こ
と
）
も
治
ま
り
ま
す
。

③
ネ
コ
に
名
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・�

世
話
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
ま

し
ょ
う
。

※�

こ
の
ま
ま
で
は
、
可
哀
相
だ
と
野
良
ネ

コ
に
エ
サ
を
与
え
る
人
は
、
そ
の
優
し

い
気
持
ち
で
飼
い
主
に
な
っ
て
飼
育
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
〕

公
園
利
用
者
へ
の
お
願
い

～
迷
惑
行
為
を
や
め
ま
し
ょ
う
～

　

公
園
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
活
動
の
場
で
あ
り
、
憩
い
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。

○
放
置
エ
サ
の
腐
敗
・
異
臭

○
小
動
物
に
よ
る
フ
ン
尿
・
悪
臭

○
手
綱
を
は
な
し
て
の
散
歩

○
ご
み
の
放
置

な
ど
で
迷
惑
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
和
高
田
市
公
園
条
例
第
5
条
で
「
公

園
を
損
傷
し
、
又
は
汚
損
す
る
こ
と
」「
公

園
の
管
理
に
支
障
が
あ
る
行
為
を
す
る
こ

と
」
な
ど
、
禁
止
行
為
に
つ
い
て
定
め
て

い
ま
す
。

　

マ
ナ
ー
を
守
り
、
公
園
を
き
れ
い
に
気

持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
都
市
計
画
課　
公
園
係　
内
線
６
８
９
〕

消
火
器
の
不
正
販
売

に
つ
い
て

　
今
年
度
に
入
り
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

管
内
に
お
い
て
、
消
火
器
の
不
正
販
売
な
ど

の
報
告
が
数
件
届
い
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ

い
て
は
、

「
○
○
消
防
署
で
す
。
消
火
器
の
設
置
は
義

務
で
す
。
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
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６
月
24
日
㈬
、
第
一
生
命
保
険

株
式
会
社
奈
良
支
社
の
布
崎
嘉
樹

さ
ん
（
支
社
長
）
と
同
社
高
田
営

業
オ
フ
ィ
ス
の
新
田
裕
也
さ
ん
（
オ

フ
ィ
ス
長
）よ
り
、消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
ジ
ェ
ル
48
本
の
寄
贈
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
布
崎
さ
ん
に
よ
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
に
向
け
た
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
寄
贈
を
行
っ
て

お
り
、
市
内
公
共
施
設
で
使
用
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

寄
贈
を
受
け
て
堀
内
市
長
は

「
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
が
不
足
し

て
い
る
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

　
６
月
11
日
㈭
、
大
和
高
田
市
文
化

協
会
（
会
長��

猶
原
慶
子
さ
ん
）
の

創
作
部
よ
り
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド

２
５
０
枚
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

よ
り
、
主
要
な
行
事
や
活
動
を
中

止
と
し
て
い
る
中
、
創
作
部
員
の

メ
ン
バ
ー
で
何
か
で
き
な
い
か
と

考
え
た
上
で
寄
贈
す
る
こ
と
に
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
寄
贈
を
受
け
て
堀
内
市
長
は「
活

動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
中
、

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
第
２
波
に
備
え
て
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
話
し
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
染
症
予
防
に

役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

〔
秘
書
課　
内
線
３
１
２
〕

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
の
寄
贈

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
寄
贈

左から新田裕也さん、堀内市長、布崎嘉樹さん 文化協会創作部の皆さんと堀内市長

〔
社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
４
〕

手し
ゅ

話わ

を
覚お
ぼ

え
ま
し
ょ
う

　

事
故
や
災
害
が
起
き
た
と
き
、
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
人
は
放
送
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
音
声

が
聞
こ
え
な
い
た
め
、
何
が
起
き
て
い
る
の

か
わ
か
ら
ず
、
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
今
起
き

て
い
る
こ
と
や
避
難
場
所
な
ど
の
必
要
な
情

報
を
伝
え
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

〈
逃
げ
て
〉

　

両
り
ょ
う

手て

の
こ
ぶ
し
を
立た

て
て

構か
ま
え
、
斜な
な
め
上う
え
に
サ
ッ
と
上あ

げ
る
。

〈
危
な
い
〉

　

両
り
ょ
う

手て

の
指ゆ
び

を
軽か
る

く
曲ま

げ

て
、
指ゆ
び
先さ
き
で
胸む
ね
を
２
回か
い
ほ
ど

叩た
た
く
。

〈
こ
こ
で
待
つ
〉
＝
①
こ
こ
＋
②
ま
つ

① 

こ
こ

　
自じ

分ぶ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
を

指ゆ
び
差さ

す
。

② 

ま
つ

　
右み
ぎ

手て

の
親お
や

指ゆ
び

以い

外が
い

の
指ゆ
び

を
根ね

元も
と

か
ら
曲ま

げ
、
指ゆ
び

の

背せ

側が
わ
を
あ
ご
に
当あ

て
る
。

よ
う
な
消
防
署
を
名
乗
り
販
売
す
る

者
や
、
業
者
を
名
乗
り
「
お
宅
の
消

火
器
の
使
用
年
数
が
切
れ
て
い
る
の

で
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
消
防
署
は
そ
う
い
っ
た
販

売
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

相
手
が
業
者
を
名
乗
る
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
家
族
で
相
談
す
る
、
も

し
く
は
、
消
防
署
や
警
察
署
に
こ
の

よ
う
な
連
絡
、
訪
問
が
あ
っ
た
と
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　

一
番
重
要
な
こ
と
は
そ
の
場
で
購

入
し
な
い
こ
と
で
す
。

〔
高
田
消
防
署　
☎
25
・
０
１
１
９
〕

募
金
協
力
の
お
礼

お
よ
び
送
金
報
告

　

昨
年
秋
よ
り
、
本
市
と
姉
妹
都
市

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
リ
ズ
モ
ー

市
の
あ
る
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
を
は
じ
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

広
域
で
森
林
火
災
が
発
生
し
た
こ
と

に
よ
り
、
復
興
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
の
募
金
を
３
月
号
の
広
報
誌

な
ど
を
通
じ
て
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
募

金
総
額
１
３
７
︐１
６
５
円
に
つ
き

ま
し
て
は
、
リ
ズ
モ
ー
市
に
送
金
い

た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
広
報
広
聴
課
・

大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会

内
線
２
４
７
〕

⧻
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「
夏
の
塩
分
補
給

注
意
し
た
い
こ
と
」

　
熱
中
症
が
心
配
な
季
節
で
す
。熱
中

症
は
、高
温
環
境
下
で
の
作
業
や
炎
天

下
で
の
長
時
間
の
運
動
な
ど
で
発
汗

が
多
い
場
合
に
起
こ
り
や
す
く
、対

策
と
し
て
適
切
な
水
分
と
塩
分
の
補

給
が
重
要
で
す
。し
か
し
、熱
中
症
を

心
配
し
す
ぎ
て
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に

な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
人
の
１
日
の
平
均
塩
分
摂
取

量
は
約
10
ｇ
。厚
生
労
働
省
で
は
、塩

分
摂
取
目
標
量
を
男
性
８ｇ
未
満
、女

性
７
ｇ
未
満
と
し
て
い
ま
す
。高
血
圧

の
あ
る
人
の
塩
分
摂
取
目
標
量
は
６

ｇ
未
満
で
す
。夏
場
に
屋
外
を
１
時
間

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
約
０
．５
ℓ
の
汗

を
か
い
た
場
合
の
汗
に
よ
る
塩
分
排

出
量
は
２ｇ
程
度
で
す
の
で
、激
し
い

運
動
な
ど
で
汗
を
大
量
に
か
か
な
い

限
り
、塩
分
不
足
に
陥
る
こ
と
は
少
な

い
で
す
。高
血
圧
の
人
は
、原
則
と
し

て
、夏
で
も
適
切
な
減
塩
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　

塩
分
は
、し
ょ
う
ゆ
、味
噌
な
ど
の

調
味
料
だ
け
で
な
く
、ソ
ー
セ
ー
ジ
や

練
り
物
、パ
ン
、う
ど
ん
や
そ
う
め
ん

な
ど
の
麺
、お
菓
子
な
ど
多
く
の
食

品
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

か
な
り
意
識
し
な
い
と
減
塩
は
達
成

で
き
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、味
噌
汁
１

杯
に
は
１
．５
ｇ
の
塩
分
が
含
ま
れ

ま
す
。出
汁
を
し
っ
か
り
き
か
せ
て
、

味
噌
の
使
用
を
控
え
た
り
、具
だ
く
さ

ん
に
し
て
汁
の
量
を
少
な
め
に
す
る

な
ど
、減
塩
の
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。昔
な
が
ら
の
し
ょ
っ
ぱ
い
梅
干
し

（
塩
分
16
％
）に
は
１
粒
に
２
．３
ｇ
、

減
塩
梅
干
し（
塩
分
８
％
）で
も
１
ｇ

の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。毎
日
の

食
卓
に
梅
干
し
が
欠
か
せ
な
い
と
い

う
人
も
、で
き
る
だ
け
塩
分
の
少
な
い

も
の
を
選
び
、１
日
１
粒
ま
で
に
と
ど

め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
飲
料

の
と
り
す
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上

手
に
利
用
し
て
、暑
さ
を
避
け
る
こ

と
、の
ど
が
渇
く
前
に
意
識
的
に
水
分

を
補
給
す
る
こ
と
が
、熱
中
症
予
防
と

し
て
な
に
よ
り
大
切
で
す
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
８
月
27
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽
テ
ー
マ

　

�「�

骨
粗
し
ょ
う
症
と

　
　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
症
候
群
」

▽
講
師　
梅
本�

典
江

　
　
　
　
（
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
〕

小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
診
療
に
つ

い
て

　
近
年
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
つ

お
子
さ
ん
が
増
加
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
小
児
科
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
医
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

(

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
気
管
支
ぜ
ん

そ
く
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど)

の
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
当

院
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
で
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
疑

わ
れ
る
場
合
、
血
液
検
査
を
行
う
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
血
液
検
査
の
結

果
の
み
で
は
正
確
な
診
断
は
で
き
ま

せ
ん
。
血
液
検
査
の
結
果
の
み
で
食

物
を
除
去
す
る
こ
と
は
お
子
さ
ん
に

と
っ
て
、
不
必
要
な
除
去
を
増
や
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
子
さ
ん
や
ご
家
族
に
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
エ
ピ
ソ
ー

ド
か
ら
明
ら
か
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診

断
が
で
き
る
場
合
は
良
い
で
す
が
、

食
べ
た
こ
と
の
な
い
場
合
や
、
成
長

と
と
も
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
確
か
め
る
場
合

は
、
実
際
に
食
物
を
食
べ
て
そ
の
反

応
を
み
る
「
食
物
負
荷
試
験
」
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
当
院
で
は
お
子
さ
ん

に
応
じ
て
外
来
や
日
帰
り
入
院
で
の

負
荷
試
験
を
行
い
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
正
確
な
診
断
、
治
療
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
入
院
負
荷
試
験

で
は
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
も

取
り
入
れ
、
よ
り
細
や
か
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
つ

い
て
は
、
塗
り
薬
を
き
ち
ん
と
塗

る
こ
と
に
加
え
、
ス
キ
ン
ケ
ア
が
治

療
の
柱
の
一
つ
と
し
て
重
要
で
す
。

ス
キ
ン
ケ
ア
の
中
心
は
清
潔
に
し
、

し
っ
か
り
保
湿
を
す
る
こ
と
で
す

が
、
な
か
な
か
十
分
に
で
き
て
い
な

い
場
合
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
当
院

で
は
、
保
湿
剤
や
お
薬
を
処
方
す
る

際
に
、
塗
り
方
や
い
つ
ま
で
塗
る
べ

き
か
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
実
際
に
診
察
室

で
一
緒
に
塗
る
と
い
う
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
に

湿
疹
が
あ
る
と
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
リ
ス
ク
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
新
生
児
、
乳
児
期
か
ら
し
っ
か
り

ス
キ
ン
ケ
ア
を
行
っ
て
湿
疹
を
減
ら

す
こ
と
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発

症
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
後
の
さ
ま
ざ

ま
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
も
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
当
院
で
は
生
後
３
か
月
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
ス
キ
ン
ケ
ア

教
室
を
行
い
、
体
の
洗
い
方
や
保
湿

剤
の
塗
り
方
な
ど
を
、
一
緒
に
実
践

し
な
が
ら
学
べ
る
機
会
を
設
け
て
お

り
、
今
後
、
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
す
で
に

他
院
で
通
院
中
の
人
も
参
加
可
能
な

の
で
、
ス
キ
ン
ケ
ア
教
室
や
小
児
科

ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
で
お
薬
の
塗
り
方

指
導
な
ど
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

治
療
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
感
じ
て

い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
一
度
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
ス
ギ
や
ダ
ニ
に
よ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
し
て
は
、
新

し
い
治
療
法
で
あ
る
舌
下
免
疫
療
法

な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

大
和
高
田
市
立
病
院小児

科　
池
田
聡
子

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕
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私
が
教
員
と
し
て
修
学
旅
行

で
訪
れ
た
沖
縄
で
は
、
悲
惨
な

集
団
自
決
の
場
と
な
っ
た
ガ
マ

（
自
然
洞
窟
）
に
入
っ
た
後
、
元

ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
宮
良
ル
リ

さ
ん
や
戦
争
体
験
者
か
ら
、
ガ

マ
で
起
こ
っ
た
こ
と
な
ど
の
体

験
談
を
聞
き
ま
し
た
。
彼
女
た

ち
は
最
初
か
ら
積
極
的
に
戦
争

を
語
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
思
い
出
し
た
く
な
い
過
去

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

正
し
い
戦
争
な
ど
な
い
と
伝
え

る
教
育
の
大
切
さ
、
知
ら
な
い

こ
と
の
恐
ろ
し
さ
、
ま
た
、
戦

争
の
苦
し
み
は
戦
後
も
続
く
こ

と
を
痛
感
し
、
語
り
部
と
し
て

話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
談
を
聞
く
た
び
に
、
恐

怖
で
体
が
震
え
ま
し
た
。
ガ
マ

の
中
で
苦
し
む
傷
つ
い
た
人
々

の
う
め
き
声
、
重
症
患
者
に
手

渡
し
た
毒
薬
、
外
へ
水
を
く
み

に
行
き
、
銃
弾
に
よ
り
命
を
落

と
し
た
友
達
、
敵
に
見
つ
か
る

か
ら
と
、
泣
く
赤
ち
ゃ
ん
を
強

制
的
に
あ
や
め
さ
せ
ら
れ
た
母

親
。
人
が
人
で
な
く
な
る
戦
争

な
ん
て
嫌
だ
。
二
度
と
戦
争
を

し
な
い
た
め
に
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
、
何
か
を
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

戦
後
75
年
、
戦
争
を
体
験
し

た
語
り
部
も
高
齢
化
し
、
今
年

が
最
後
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
い
る
人
や
、
戦

争
を
知
る
同
世
代
が
減
少
し
、

自
身
の
体
験
を
残
し
た
い
と
強

く
思
う
人
も
い
る
と
聞
き
ま
す
。

戦
争
遺
跡
で
追
体
験
を
し
、
戦

争
体
験
者
か
ら
話
を
聞
け
る
機

会
を
、
改
め
て
大
切
に
思
い
ま

す
。
８
月
は
、
戦
争
を
語
る
映

画
や
ド
ラ
マ
が
多
く
放
送
さ
れ

ま
す
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り

の
ま
ま
の
戦
争
が
伝
わ
る
の
か

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
は
日
本
に
戦
争
を
直
接

体
験
し
た
人
が
一
人
も
い
な
く

な
り
ま
す
。
ど
ん
な
か
た
ち
で

も
語
り
継
ぐ
こ
と
や
、
知
ろ
う

と
す
る
努
力
が
大
切
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

209

戦
争
の
痛
み
を
語
り
継
ぐ
た
め
に

　

今こ
ん
か
い回
は
、
人に
ん
げ
ん間
関か
ん
け
い係
が

原げ
ん
い
ん因
で
仕し
ご
と事
を
退
た
い
し
ょ
く
職
し
、
な

か
な
か
再
さ
い
し
ゅ
う
し
ょ
く

就
職
へ
の
一い
っ
ぽ歩
を

踏ふ

み
出だ

す
こ
と
が
で
き
な
い

60
歳さ
い
代だ
い

Ｍ
さ
ん
の
お
話は
な
しで
す
。

　

Ｍ
さ
ん
は
前ま
え
の
就
し
ゅ
う
ろ
う
さ
き

労
先

で
、
理り
ふ
じ
ん
不
尽
な
い
じ
め
や
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経け
い
け
ん験

し
、
働は
た
らく
こ
と
が
怖こ
わ
く
な
っ
た

と
相そ
う
だ
ん談
に
来ら
い
所し
ょ
さ
れ
ま
し
た
。

一ひ
と
り
ぐ
人
暮
ら
し
の
た
め
、
就
し
ゅ
う
ろ
う労

収し
ゅ
う
に
ゅ
う
入
が
な
く
な
っ
た
状
じ
ょ
う
き
ょ
う
況
と
、

働は
た
らく
こ
と
の
恐き
ょ
う
ふ怖
で
悩な
や
ん
で

い
ま
し
た
。
相そ
う
だ
ん
い
ん

談
員
は
過か
こ去
の

職し
ょ
く
ば場
で
の
出で
き
ご
と
来
事
を
聞き

き
取と

り
、
ま
ず
は
人ひ
と
と
接せ
っ
す
る
こ

と
に
慣な

れ
る
よ
う
に
、「
就
し
ゅ
う
ろ
う労

準じ
ゅ
ん
び備
支し
え
ん援
事じ
ぎ
ょ
う業」
を
案あ
ん
な
い内
し
ま

し
た
。
Ｍ
さ
ん
は
と
て
も
興き
ょ
う
み味

を
持も

た
れ
、
文も
じ字
を
書か

く
企き
か
く画

に
参さ
ん
か加
し
た
際さ
い
は
、
字じ

を
書か

く

楽た
の
し
さ
を
知し

り
、
家い
え
に
帰か
え
っ

て
も
練
れ
ん
し
ゅ
う
習
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
企き
か
く画
に
参さ
ん
か加

す
る
中な
か
で
、
人ひ
と
と
の
会か
い
わ話
も
多お
お

く
な
り
、
人ひ
と
と
接せ
っ
す
る
こ
と
が
楽た
の

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
話は
な
し

て
い
ま
し
た
。
自じ
し
ん信
が
つ
い
た
Ｍ

さ
ん
は
、
就
し
ゅ
う
し
ょ
く職
活か
つ
ど
う動を
始は
じ
め
、
新あ
ら

た
な
就
し
ゅ
う
ろ
う
さ
き

労
先
も
見み

つ
か
り
、
今い
ま
は

元げ
ん
き気
に
働は
た
らい
て
い
ま
す
。
新あ
ら
た
な

一い
っ
ぽ歩
を
踏ふ

み
出だ

し
た
Ｍ
さ
ん
の
、

そ
の
後ご

も
私わ
た
した
ち
は
応お
う
え
ん援
し
て

い
ま
す
。

　

社し
ゃ
か
い会
へ
出で

る
た
め
の
自じ
し
ん信
の

つ
け
方か
た
は
人ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
違ち
が
い
ま

す
。
そ
の
人ひ
と
に
合あ

っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
私わ
た
した
ち
は
一い
っ
し
ょ緒
に
考か
ん
がえ
て

い
き
ま
す
の
で
、
困こ
ま
っ
て
い
る

人ひ
と

は
、
ぜ
ひ
相そ
う
だ
ん談

に
き
て
く
だ

さ
い
。

　

今こ
ん
ご後
も
私わ
た
した
ち
は
相そ
う
だ
ん
し
ゃ

談
者
の

生せ
い
か
つ活が
少す
こ
し
で
も
改か
い
ぜ
ん善
で
き
る

よ
う
に
、
寄よ

り
添そ

っ
て
支し
え
ん援
し

た
い
と
思お
も
っ
て
い
ま
す
。

　

自じ
ぶ
ん分
自じ
し
ん身
、
家か
ぞ
く族
の
こ
と
、

地ち
い
き域
で
気き

に
な
る
人ひ
と
や
子こ

ど
も

の
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い
ち
ど度
お
話は
な
しを
聴き

か
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。
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一般書

電子図書館 新着コンテンツ

新着図書のご案内

8 月のおはなし会

第6回　大和高田市「図書館を使った調べる学習」地域コンクール作品募集

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、8月に予定されていた「おはなし会」「おはなし会きらら」「えほんのじ
かん」を中止します。ご了承ください。

フランスの歴史を知るための 50章 中野 隆生／編著　 明石書店

長寿企業 日本経済新聞出版／編
日経 BP 日本経
済新聞出版本部

脱自己流の資料作成術 山橋 美穂／著 ナツメ社
年金不足 2,000 万円はまったく心配ない 実藤 秀志／著 言視舎
バッグ見本帖　 米田 亜里／著 日本ヴォーグ社

児童書
濃姫・お市の方・細川ガラシャ 河合 敦／監修 集英社
花を楽しむ野菜図鑑　 岩槻 秀明／文 いかだ社
ゆうれい猫と魔術師の少年 廣嶋 玲子／文 岩崎書店
アリのおでかけ 西村 敏雄／絵 白泉社
ぼくのうた、なんだっけ？ ヘンドリック・ヨナス／絵　 偕成社

疲れたら動け！ 小林 弘幸／著
クロスメディア・
パブリッシング

仕事に効く！ポジティブため息 倉橋 竜哉／著 山と渓谷社

魚焼きグリルのかんたん絶品レシピ 川上 文代／著 主婦と生活社

ポリ袋でかんたん低温真空調理 若宮 寿子／著 誠文堂新光社

三匹のこぶた（音声英語　字幕日本語） ユニダックス

　図書館では、第6回大和高田市「図書館を使った調べる学習」地域コンクールを開催します。
　子ども達が体験したことや疑問に思ったことをテーマにして、図書館の本を使って調べ、作品にしていき
ます。応募期間中、図書館スタッフが本を探すお手伝いもいたします。また、館内には過去の受賞作品を展示
していますので、ぜひご覧ください。

作品の提出先：市内小・中・高等学校、大和高田市立図書館
応 募 期 間：8月1日㈯～ 9月30日㈬まで
作品の形態：［サ イ ズ］小　学　生：B4サイズまで（八つ切りサイズも可）
� � 中学生以上：A4サイズまで
� � ※�模造紙などでまとめる場合は、必ず上記サイズに折りたたんで提出してく

ださい。
� ［ペ ー ジ 数］本　　　文：1ページ以上50ページ以内
� � ※表紙・目次・参考文献一覧は含みません。
� ［参考文献一覧］調べたときに利用した資料名と図書館名のリストを必ず巻末に付けてください
� � ※参考文献一覧の詳しい書き方は図書館までお尋ねください。
各　　　　賞：市長賞、市議会議長賞、教育委員会賞、図書館長賞など
表 彰 式：令和3年2月（予定）

〔市立図書館　☎52-3424〕
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市�市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１

行政相談 原則第４火曜日
詳しくは、問い合わせてください。午後１時～ ４時 総合福祉会館 広報広聴課☎２２－１１０１

中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談（要予約） 第４水曜日 午後１時～ ４時１０分 営繕住宅課☎２２－１１０１平日の午前９時～午後５時の間に予約　定員４名
税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更等になる場合があります。
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